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秀
三

北海道７空港民営化への期待

Ｉ
Ｒ
認
定
基
準
示
す

観
光
庁
　
基
本
方
針
案
を
公
表

免税販売の対象に
自販機で土産品

観
光
庁
　

要
件
緩
和
を
税
制
改
正
で
要
望

ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
世
界
大
会

奈
良
県
が
立
候
補
地
に
年

エクスカーション充実
月のＧ観光大臣会合

代表団にコース提案

北
海
道
の
魅
力
を
紹
介

Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
の
国
際
競
争
力
な
ど
審
査

地
方
創
生
な
ど
テ
ー
マ
に

自
民
党
二
階
派
が
夏
期
研
修
会

女性のホテル就職支援
観光庁の実証事業

説明会・講座の参加者募集

大
型
荷
物
持
ち
込
み

来
年
に
予
約
制
導
入

東
海
道
・
山
陽
・
九
州
新
幹
線

　
日
本
政
府
は
２
０
２
０
年
の

東
京
五
輪
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

を
前
提
に
し
て
「
２
０
２
０
年

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
４
千
万
人
」
の

実
現
を
目
指
し
て
い
る
。
と
こ

ろ
が
日
韓
関
係
の
泥
沼
化
に
伴

っ
て
、
韓
国
か
ら
の
来
日
客
が

減
少
し
て
い
る
。

　
例
え
ば
、
韓
国
と
北
海
道
を

結
ぶ
航
空
便
数
は
８
月
１
日
時

点
で
週
に
１
１
６
便
で
あ
っ
た

が
、

月
１
日
時
点
で
は
６
割

減
の
週

便
に
落
ち
込
む
見
通

し
が
予
想
さ
れ
て
い
る
。
航
空

便
数
の
大
幅
減
少
は
日
韓
観
光

交
流
の
大
幅
減
少
に
つ
な
が
る

の
で
国
家
間
の
関
係
改
善
が
不

可
欠
だ
。
ま
た
特
定
の
国
や
地

域
に
過
剰
依
存
す
る
観
光
交
流

を
是
正
し
、
多
角
化
を
図
る
こ

と
も
不
可
欠
で
あ
る
。

　
さ
ま
ざ
ま
な
国
や
地
域
と
の

観
光
交
流
の
多
角
化
を
図
る
た

め
に
は
新
た
な
航
空
路
の
開
設

が
決
め
手
に
な
る
。
そ
の
際
に

空
港
の
果
た
す
役
割
は
最
も
重

要
で
あ
る
。
そ
う
い
う
意
味
で

長
年
に
わ
た
っ
て
懸
案
で
あ
っ

た
北
海
道
内
７
空
港
の
一
括
民

営
化
の
運
営
事
業
者
が
よ
う
や

く
決
定
さ
れ
た
こ
と
は
喜
ば
し

い
。

　
道
内
７
空
港
（
新
千
歳
、
函

館
、
旭
川
、
釧
路
、
帯
広
、
女

満
別
、
稚
内
）
の
一
括
民
営
化

は
昨
年
８
月
に
１
次
審
査
が
行

わ
れ
、
最
終
審
査
で
は
、
フ
ラ

ン
ス
・
パ
リ
空
港
公
団
等
の
企

業
連
合
と
地
元
の
北
海
道
空
港

（
Ｈ
Ｋ
Ｋ
）
等
の
企
業
連
合
の

一
騎
打
ち
に
な
り
、
最
終
的
に

後
者
が
運
営
事
業
者
と
し
て
選

ば
れ
た
。

　
選
定
さ
れ
た
企
業
連
合
（
北

海
道
エ
ア
ポ
ー
ト
グ
ル
ー
プ
）

は
、
Ｈ
Ｋ
Ｋ
、
三
菱
地
所
、
東

急
電
鉄
、日
本
政
策
投
資
銀
行
、

北
洋
銀
行
、
北
海
道
銀
行
、
北

海
道
電
力
、
サ
ン
ケ
イ
ビ
ル
、

Ｊ
Ａ
Ｌ
、
Ａ
Ｎ
Ａ
、
三
井
不
動

産
、三
菱
商
事
等
で
構
成
さ
れ
、

特
定
目
的
会
社
（
Ｓ
Ｐ
Ｃ
）
を

設
立
し
て
７
空
港
の
運
営
を
行

う
予
定
だ
。

　
北
海
道
エ
ア
ポ
ー
ト
グ
ル
ー

プ
は
す
で
に
さ
ま
ざ
ま
な
構
想

を
公
表
し
て
い
る
。
例
え
ば
、

今
後

年
間
に
４
２
９
０
億
円

の
投
資
（
新
千
歳
２
９
５
０
億

円
、
６
空
港
１
３
４
０
億
円
）

を
行
い
、
路
線
数
（

か
ら
１

４
２
へ
）
の
増
加
、
旅
客
数

（
２
８
４
６
万
人
か
ら
４
５
８

４
万
人
へ
）
の
増
加
を
目
指
し

て
い
る
。
さ
ら
に
「
世
界
の
観

光
客
を
魅
了
し
、
北
海
道
全
域

へ
送
客
す
る
マ
ル
チ
・
ツ
ー
リ

ズ
ム
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
」
構
想
を

公
表
し
て
い
る
。
新
千
歳
一
極

集
中
を
是
正
し
て
、
訪
日
外
国

人
客
を
他
の
６
空
港
に
呼
び
込

む
必
要
が
あ
る
た
め
に
国
際
ゲ

ー
ト
ウ
ェ
イ
（
Ｇ
Ｗ
）
機
能
を

拡
大
し
て
旅
客
数
の
大
幅
増
加

を
目
指
し
て
い
る
。

　
今
後
は
道
内
７
空
港
の
役
割

分
担
を
明
確
に
し
、新
千
歳
は

グ
ロ
ー
バ
ル
Ｇ
Ｗ
、函
館
と
旭

川
は
広
域
Ｇ
Ｗ
、稚
内
、釧
路
、

帯
広
、女
満
別
は
地
域
Ｇ
Ｗ
、と

位
置
づ
け
、そ
れ
ぞ
れ
の
空
港

の
特
性
や
潜
在
的
旅
客
需
要
を

踏
ま
え
な
が
ら
戦
略
的
に
路
線

拡
大
を
図
り
、旅
客
数
の
増
加

に
つ
な
げ
る
予
定
で
あ
る
。

　
ま
た
空
港
の
魅
力
向
上
に
よ

る
地
域
活
性
化
へ
の
貢
献
、
地

域
産
品
の
輸
出
促
進
等
も
意
図

し
て
い
る
。
さ
ら
に
安
全
・
安

心
を
最
優
先
と
し
た
長
期
安
定

の
空
港
運
営
に
つ
い
て
も
緊
急

時
対
応
や
保
安
レ
ベ
ル
の
向
上

に
努
め
る
と
と
も
に
、
空
港
周

辺
地
域
の
自
治
体
等
と
の
信
頼

関
係
の
構
築
に
努
め
る
と
の
こ

と
。

　
道
内
７
空
港
の
一
括
民
営
化

は
日
本
観
光
の
未
来
に
と
っ
て

極
め
て
重
要
な
事
業
で
あ
り
、

着
実
な
成
功
を
期
待
し
て
い

る
。

　
（
北
海
道
大
学
観
光
学
高
等

研
究
セ
ン
タ
ー
特
別
招
聘
教

授
）
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観
光
庁
は
４
日
、
カ
ジ
ノ
を
含
む
統
合
型
リ
ゾ
ー
ト
（
Ｉ
Ｒ
）
の
整
備
に
関
す
る
基
本
方
針
案
を
公
表
し
た
。
Ｉ

Ｒ
の
誘
致
を
目
指
す
自
治
体
が
申
請
す
る
区
域
整
備
計
画
を
審
査
す
る
た
め
の
評
価
基
準
な
ど
を
示
し
た
。
評
価
基

準
に
は
、
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
施
設
や
宿
泊
施
設
の
国
際
競
争
力
、
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
性
の
高
い
公
演
や
イ
ベ
ン
ト
、

来
訪
者
を
各
地
の
観
光
地
に
送
り
出
す
た
め
の
機
能
な
ど
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
を
掲
げ
た
。

　
自
動
販
売
機
に
も
免
税
が

適
用
さ
れ
る
か
も
し
れ
な

い
。
観
光
庁
は
、
２
０
２
０

年
度
に
向
け
た
税
制
改
正
要

望
で
、
顔
認
証
シ
ス
テ
ム
な

ど
で
本
人
確
認
が
可
能
な
機

能
を
備
え
た
自
動
販
売
機
な

ど
に
つ
い
て
、
訪
日
外
国
人

旅
行
者
向
け
消
費
税
免
税
の

販
売
を
許
可
す
る
よ
う
求
め

て
い
る
。

　
近
年
、
数
千
円
す
る
ぬ
い

ぐ
る
み
な
ど
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

グ
ッ
ズ
を
は
じ
め
、
訪
日
外

国
人
旅
行
者
の
土
産
品
に
な

り
そ
う
な
比
較
的
高
額
な
商

品
を
販
売
す
る
自
動
販
売
機

が
空
港
な
ど
に
登
場
し
て
い

る
。
時
計
や
化
粧
品
な
ど
を

自
動
販
売
機
で
販
売
す
る
ビ

ジ
ネ
ス
も
今
後
増
え
そ
う
だ

と
い
う
。
免
税
の
対
象
金
額

に
達
す
る
必
要
は
あ
る
が
、

こ
う
し
た
動
き
を
先
取
り

し
、
免
税
制
度
の
要
件
緩
和

を
要
望
し
た
。

　
免
税
店
の
販
売
手
続
き
に

は
、
本
人
確
認
が
必
要
と
な

る
た
め
、
現
行
制
度
で
は
人

員
の
配
置
が
要
件
だ
が
、
顔

認
証
シ
ス
テ
ム
や
パ
ス
ポ
ー

ト
（
旅
券
）
の
読
み
取
り
な

ど
の
機
器
を
搭
載
し
て
い
る

場
合
は
、
無
人
の
自
動
販
売

機
な
ど
で
も
免
税
店
と
し
て

許
可
す
る
よ
う
制
度
改
正
を

求
め
て
い
く
。

　
消
費
税
免
税
販
売
に
関
す

る
手
続
き
で
は

年
４
月
か

ら
、
購
入
記
録
票
の
旅
券
へ

の
貼
り
付
け
な
ど
も
不
要
に

し
、
免
税
販
売
情
報
を
電
子

化
す
る
。
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化

を
進
め
る
こ
と
で
、
訪
日
外

国
人
旅
行
者
の
不
便
を
解
消

し
、
免
税
店
事
業
者
の
業
務

を
効
率
化
す
る
。

　
観
光
庁
は
、

月

、

日
に

北
海
道
倶
知
安
町
で
開
催
さ
れ
る

Ｇ

（
主
要

カ
国
・
地
域
）
観

光
大
臣
会
合
で
、
Ｇ

観
光
大
臣

会
合
実
行
委
員
会
（
事
務
局
・
北

海
道
）
と
協
力
し
、
来
日
す
る
代

表
団
向
け
の
エ
ク
ス
カ
ー
シ
ョ
ン

（
ツ
ア
ー
）
と
し
て

コ
ー
ス
を

用
意
し
た
。
会
合
の
前
後
な
ど
を

利
用
し
て
、
代
表
団
の
メ
ン
バ
ー

に
北
海
道
の
魅
力
を
体
感
し
て
も

ら
う
。

　
各
国
・
国
際
機
関
の
代
表
団
の

到
着
日
で
あ
る

月

日
、
会
合

当
日
の

日
を
含
め
て
帰
国
日
ま

で
の
期
間
内
で
、
半
日
の
ツ
ア
ー

か
ら
宿
泊
を
伴
う
ツ
ア
ー
ま
で
、

無
料
、
有
料
の

コ
ー
ス
を
提
案

す
る
。

　

コ
ー
ス
の
う
ち
、

月

日

に
会
場
か
ら
移
動
し
て
帰
国
ま
で

の
間
に
実
施
さ
れ
る
有
料
の
ロ
ン

グ
エ
ク
ス
カ
ー
シ
ョ
ン

コ
ー
ス

は
、
代
表
団
の
参
加
が
実
現
す
る

と
、
「
Ｇ

観
光
大
臣
会
合
・
観

光
庁
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
エ
ク
ス
カ
ー

シ
ョ
ン
」
に
認
定
さ
れ
る
。

　
主
な
有
料
の
ロ
ン
グ
エ
ク
ス
カ

ー
シ
ョ
ン
を
見
る
と
、
Ｉ
Ｗ
Ａ
Ｎ

Ａ
Ｉ
　
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｄ
な
ど
に
よ

る
岩
内
町
で
の
日
帰
り
ま
た
は
１

泊
の
ツ
ア
ー
で
は
、
住
職
が
案
内

す
る
帰
厚
院
境
内
の
鑑
賞
ツ
ア

ー
、
雷
電
太
鼓
の
鑑
賞
、
ス
コ
ッ

プ
三
味
線
の
体
験
な
ど
を
提
供
す

る
。

　
Ｊ
Ｔ
Ｂ
に
よ
る
岩
見
沢
市
で
の

１
泊
ツ
ア
ー
は
、
ロ
ボ
ッ
ト
ト
ラ

ク
タ
ー
な
ど
最
先
端
の
ス
マ
ー
ト

農
業
を
視
察
し
て
も
ら
い
、
北
海

道
の
「
収
穫
の
秋
」
を
感
じ
て
も

ら
う
。
ま
た
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ
は
、
洞
爺

湖
町
な
ど
を
舞
台
に
し
た
洞
爺
湖

有
珠
山
ジ
オ
パ
ー
ク
の
１
泊
ツ
ア

ー
も
実
施
す
る
。

　
千
歳
観
光
連
盟
は
、
支
笏
湖
畔

の
散
策
、
サ
ケ
の
遡
上
見
学
な
ど

を
盛
り
込
ん
だ
日
帰
り
ま
た
は
１

泊
の
ツ
ア
ー
を
地
元
で
実
施
す

る
。

　
留
萌
観
光
協
会
な
ど
は
、
農
業

・
漁
業
体
験
や
寿
司

す

し

に
ぎ
り
体

験
、
酒
蔵
見
学
な
ど
を
提
供
す
る

１
泊
ま
た
は
２
泊
の
ツ
ア
ー
を
留

萌
市
、小
平
町
、増
毛
町
で
行
う
。

　
近
畿
日
本
ツ
ー
リ
ス
ト
北
海
道

と
洞
爺
湖
温
泉
観
光
協
会
は
、
そ

ば
打
ち
や
書
道
の
体
験
、
リ
ン
ゴ

狩
り
を
行
う
日
帰
り
ツ
ア
ー
を
洞

爺
湖
町
で
実
施
す
る
。

　
北
海
道
宝
島
旅
行
社
で
は
、
ア

イ
ヌ
の
文
化
や
舞
踊
を
体
験
す
る

日
帰
り
ツ
ア
ー
を
白
老
町
で
開
催

す
る
。

年
４
月
に
開
業
す
る
民

族
共
生
象
徴
空
間
「
ウ
ポ
ポ
イ
」

の
外
観
も
視
察
で
き
る
。

　
こ
れ
以
外
に
実
行
委
員
会
が
用

意
す
る
無
料
の
ロ
ン
グ
エ
ク
ス
カ

ー
シ
ョ
ン
、
会
場
周
辺
地
域
で
の

シ
ョ
ー
ト
エ
ク
ス
カ
ー
シ
ョ
ン
な

ど
も
提
供
さ
れ
る
。

　
観
光
庁
で
は
、
「
エ
ク
ス
カ
ー

シ
ョ
ン
は
他
の
Ｇ

関
係
閣
僚
会

合
で
も
実
施
し
て
い
る
が
、

を

超
え
る
豊
富
な
提
案
を
行
う
の
は

観
光
相
会
合
以
外
に
は
な
い
」
と

し
て
充
実
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
自

信
を
み
せ
て
い
る
。

研
修
会
の
冒
頭
あ
い
さ
つ
す

る
二
階
会
長

　
Ｉ
Ｒ
誘
致
を
目
指
す
自
治

体
は
、
政
府
が
示
す
基
本
方

針
に
即
し
た
実
施
方
針
を
作

成
し
、
公
募
で
選
定
し
た
Ｉ

Ｒ
事
業
者
と
共
に
区
域
整
備

計
画
を
策
定
し
申
請
す
る
。

基
本
方
針
案
の
公
表
時
点
で

は
、
申
請
の
受
け
付
け
時
期

は
示
さ
れ
て
い
な
い
。
政
府

は
区
域
整
備
計
画
を
審
査

し
、
最
大
３
カ
所
を
認
定
す

る
。

　
政
府
に
よ
る
基
本
方
針
の

決
定
時
期
は
未
定
。
基
本
方

針
案
で
は
、
政
府
が
基
本
方

針
を
決
定
す
る
前
に
、
自
治

体
が
実
施
方
針
の
作
成
や
Ｉ

Ｒ
事
業
者
の
公
募
・
選
定
手

続
き
を
進
め
る
こ
と
も
想
定

し
て
お
り
、
そ
の
場
合
に
は

基
本
方
針
の
公
表
後
に
実
施

方
針
を
修
正
す
る
こ
と
な
ど

を
認
め
て
い
る
。

　
区
域
整
備
計
画
の
認
定
審

査
に
当
た
っ
て
国
土
交
通
相

は
、
有
識
者
で
構
成
す
る
審

査
委
員
会
を
設
置
す
る
。
審

査
委
員
会
の
事
務
局
は
観
光

庁
に
置
く
。
認
定
審
査
の
基

準
を
明
確
化
す
る
た
め
、
認

定
を
受
け
る
た
め
に
適
合
す

べ
き
「
要
求
基
準
」
と
、
公

正
に
審
査
す
る
た
め
の
「
評

価
基
準
」
を
基
本
方
針
に
定

め
る
。

　
基
本
方
針
案
で
は
要
求
基

準
と
し
て
、
Ｉ
Ｒ
整
備
法
の

政
令
で
定
め
ら
れ
た
施
設
規

模
の
要
件
な
ど
へ
の
合
致
を

求
め
て
い
る
。
政
令
で
は
、

国
際
会
議
場
施
設
の
う
ち
最

大
の
国
際
会
議
室
の
収
容
人

員
が
お
お
む
ね
千
人
以
上
、

か
つ
、
国
際
会
議
場
施
設
全

体
の
収
容
人
員
の
合
計
が
最

大
の
国
際
会
議
室
の
収
容
人

員
の
２
倍
以
上
▽
宿
泊
施
設

の
全
て
の
客
室
の
床
面
積
の

合
計
が
お
お
む
ね

万
平
方

㍍
以
上
▽
カ
ジ
ノ
の
ゲ
ー
ミ

ン
グ
区
域
の
床
面
積
の
上
限

は
Ｉ
Ｒ
施
設
の
床
面
積
合
計

の
３
％
―
な
ど
の
要
件
が
定

め
ら
れ
て
い
る
。

　
認
定
基
準
は
、
要
求
基
準

を
満
た
し
た
区
域
整
備
計
画

を
評
価
す
る
基
準
で
、
①
国

際
競
争
力
の
高
い
魅
力
あ
る

滞
在
型
観
光
の
実
現
へ
の
寄

与
②
経
済
的
・
社
会
的
効
果

③
Ｉ
Ｒ
事
業
を
安
定
的
・
継

続
的
に
運
営
で
き
る
能
力
・

体
制
④
カ
ジ
ノ
事
業
の
収
益

の
活
用
⑤
カ
ジ
ノ
施
設
の
設

置
・
運
営
に
伴
う
有
害
な
影

響
の
排
除
―
の
５
項
目
で
構

成
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
う
ち
「
国
際
競
争
力

の
高
い
魅
力
あ
る
滞
在
型
観

光
の
実
現
へ
の
寄
与
」で
は
、

Ｉ
Ｒ
区
域
全
体
に
つ
い
て

「
極
め
て
高
い
国
際
競
争

力
」
「
独
自
性
」
「
こ
れ
ま

で
に
な
い
ス
ケ
ー
ル
」
な
ど

を
掲
げ
た
。
Ｉ
Ｒ
を
構
成
す

る
施
設
別
で
は
、
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ

施
設
に
つ
い
て
「
日
本
の
Ｍ

Ｉ
Ｃ
Ｅ
ビ
ジ
ネ
ス
の
国
際
競

争
力
を
飛
躍
的
に
向
上
さ
せ

る
ス
ケ
ー
ル
」
を
、
宿
泊
施

設
に
は
設
備
や
サ
ー
ビ
ス
な

ど
に
国
際
競
争
力
を
、
魅
力

増
進
施
設
に
は
国
際
的
に
最

高
水
準
の
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン

メ
ン
ト
性
を
有
す
る
イ
ベ
ン

ト
な
ど
を
求
め
た
。

　
Ｉ
Ｒ
区
域
に
は
、
Ｉ
Ｒ
へ

の
来
訪
者
を
日
本
各
地
に
送

り
出
す
た
め
の
機
能
を
備
え

た
施
設
も
必
要
で
、
「
各
地

の
観
光
の
魅
力
を
伝
え
る
シ

ョ
ー
ケ
ー
ス
と
し
て
の
機

能
」
「
旅
行
者
に
必
要
な
サ

ー
ビ
ス
の
手
配
を
一
元
的
に

行
う
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
と
し

て
の
機
能
」を
求
め
て
い
る
。

　「
経
済
的
・
社
会
的
効
果
」

で
は
、
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
の
開
催
件

数
や
他
地
域
へ
の
観
光
客
数

の
増
加
な
ど
に
も
効
果
を
発

揮
し
、
政
府
が

年
に
向
け

て
掲
げ
て
い
る
訪
日
外
国
人

旅
行
者
数
６
千
万
人
、
そ
の

消
費
額

兆
円
の
目
標
達
成

に
貢
献
す
る
こ
と
を
求
め
て

い
る
。

　
ま
た
、
「
カ
ジ
ノ
施
設
の

設
置
・
運
営
に
伴
う
有
害
な

影
響
の
排
除
」
で
は
、
適
切

な
監
視
や
警
備
、
ギ
ャ
ン
ブ

ル
依
存
症
防
止
の
対
策
な

ど
、
有
害
な
影
響
を
排
除
す

る
た
め
の
措
置
の
効
果
的
な

実
施
を
求
め
た
。

　
石
井
啓
一
国
交
相
は
６
日

の
会
見
で
、「
日
本
型
Ｉ
Ｒ

は
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
ス
ケ

ー
ル
と
ク
オ
リ
テ
ィ
を
有
す

る
総
合
的
な
リ
ゾ
ー
ト
施
設

を
整
備
し
、
国
際
競
争
力
の

高
い
魅
力
あ
る
滞
在
型
観
光

の
実
現
を
目
指
す
も
の
だ
。

国
と
し
て
は
、
で
き
る
だ
け

早
期
に
Ｉ
Ｒ
の
整
備
に
よ
る

効
果
が
実
現
で
き
る
よ
う
、

カ
ジ
ノ
管
理
委
員
会
の
設
立

や
基
本
方
針
の
策
定
な
ど
、

所
要
の
準
備
を
確
実
に
進
め

る
」
と
述
べ
た
。

　
観
光
庁
は
４
日
、
基
本
方

針
案
に
つ
い
て
一
般
か
ら
意

見
を
公
募
す
る
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
を
開
始
し
た
。
募

集
期
間
は

月
３
日
ま
で
。

　
　
　
　
　
　
　【
向
野
悟
】

　
自
民
党
幹
事
長
で
全
国
旅

行
業
協
会
会
長
の
二
階
俊
博

氏
を
会
長
と
す
る
政
策
集
団

「
志
帥

し
す
い

会
」（
自
民
党
二
階

派
）
は
９
月
７
、
８
日
、
福

島
県
内
で
夏
期
研
修
会
を
開

い
た
。
地
方
創
生
、
国
際
情

勢
な
ど
を
テ
ー
マ
に
７
氏
の

講
演
を
聞
い
た
ほ
か
、
同
県

の
復
興
状
況
を
確
認
す
る
東

日
本
大
震
災
被
災
地
な
ど
の

現
地
視
察
を
行
っ
た
。
所
属

議
員
、
後
援
会
関
係
者
ら
約

５
０
０
人
が
参
加
し
た
。

　
同
県
郡
山
市
の
ホ
テ
ル
ハ

マ
ツ
で
行
っ
た
研
修
会
で

は
、
高
知
県
の
尾
﨑
正
直
知

事
が
「
地
方
創
生
と
国
土

強
靭

き
ょ
う
じ
ん

化
」と
題
し
て
講
演
。

人
口
減
少
に
よ
る
県
内
経
済

の
低
迷
か
ら
脱
出
を
目
指
す

同
県
の
取
り
組
み
を
述
べ

た
。

　
高
知
県
は
１
９
９
０
年
か

ら
と
、人
口
減
が

都
道
府

県
の
中
で
最
も
早
く
起
き
、

県
内
経
済
も
人
口
減
と
と
も

に
縮
小
。人
口
は
現
在（
２
０

１
５
年
）の

万
８
千
人
か

ら

万
７
千
人（
２
０
６
０

年
）へ
と
、今
後
も
大
き
な
減

少
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。

　
同
県
は
県
民
、特
に
若
者

の
定
着
、増
加
を
図
る
施
策

と
し
て
、「『
地
産
外
商
』に
よ

る
雇
用
創
出
」を
推
進
。「
な

い
も
の
ね
だ
り
を
せ
ず
、自

ら
の
強
み
を
生
か
す
」「
食
、

自
然
、歴
史
、人
な
ど
、県
の

強
み
に
付
加
価
値
を
付
け

る
」こ
と
で
観
光
や
食
品
産

業
の
振
興
を
図
り
、雇
用
の

拡
大
を
図
る
狙
い
と
い
う
。

　
尾
﨑
知
事
は
「
国
の
地
方

創
生
の
政
策
に
よ
り
、
わ
が

県
の
官
民
協
働
の
事
業
に
参

画
す
る
企
業
が
増
え
、
経
済

成
長
率
も
県
と
国
で
大
き
な

差
が
な
く
な
っ
て
き
た
」
と

指
摘
。
た
だ
、
「
若
者
の
人

口
流
出
は
依
然
減
っ
て
い
な

い
。
県
内
経
済
の
力
を
も
う

一
段
、
強
く
す
る
必
要
が
あ

る
」
と
、
「
地
産
外
商
」
の

取
り
組
み
を
さ
ら
に
進
め
る

考
え
を
述
べ
た
。

　
尾
﨑
知
事
は
南
海
ト
ラ
フ

地
震
の
発
生
が
危
惧
さ
れ
る

中
、
二
階
氏
が
提
唱
す
る
国

土
強
靭
化
の
政
策
で
「
避
難

タ
ワ
ー
」
な
ど
津
波
か
ら
の

避
難
設
備
が
県
内
に
ほ
ぼ
整

備
さ
れ
た
現
状
を
述
べ
、
今

後
は
設
備
な
ど
を
利
用
し
た

避
難
訓
練
を
徹
底
す
る
こ
と

が
重
要
と
述
べ
た
。

　
観
光
庁
は
こ
の
ほ
ど
、
観

光
分
野
で
の
女
性
の
活
躍
を

促
進
す
る
実
証
事
業
「
観
光

業
で
キ
ャ
リ
ア
再
発
進
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
へ
の
参
加
者
の

募
集
を
開
始
し
た
。
育
児
な

ど
で
就
業
ブ
ラ
ン
ク
の
あ
る

女
性
や
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
を

目
指
す
女
性
と
、
多
様
な
人

材
の
確
保
・
活
用
を
目
指
す

ホ
テ
ル
業
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ

を
促
し
、
就
職
、
雇
用
の
好

事
例
を
創
出
す
る
。

　
「
子
育
て
が
落
ち
着
い
た

今
か
ら
リ
ス
タ
ー
ト
し
た

い
」
「
未
経
験
で
も
が
ん
ば

れ
ば
評
価
さ
れ
る
仕
事
に
つ

き
た
い
」
「
パ
ー
ト
タ
イ
マ

ー
の
そ
の
先
の
キ
ャ
リ
ア
を

探
し
た
い
」
と
い
っ
た
意
向

を
持
つ
女
性
を
対
象
と
し

て
、
東
京
都
内
の
ホ
テ
ル
へ

の
就
業
を
支
援
す
る
。

　
参
加
を
検
討
す
る
女
性
を

対
象
に
９
月

日
に
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
説
明
会
を
東
京
都

内
で
開
催
す
る
。
参
加
費
は

無
料
。
定
員
を
先
着

人
と

し
て
参
加
者
を
募
集
中
。

　
説
明
会
の
後
、
観
光
・
ホ

テ
ル
業
界
の
知
識
、
就
職
活

動
の
ス
キ
ル
な
ど
を
有
識
者

ら
に
学
ぶ
講
座
を

月

、


、

日
の
３
日
間
行
う
。

説
明
会
に
不
参
加
で
も
受
講

は
可
能
。
講
座
を
修
了
し
た

女
性
参
加
者
と
、
ホ
テ
ル
の

採
用
担
当
者
ら
と
の
マ
ッ
チ

ン
グ
イ
ベ
ン
ト
を

月

日

に
東
京
都
内
で
開
催
す
る
。

来
年
２
月
に
は
フ
ォ
ロ
ー
ア

ッ
プ
講
座
も
行
う
。
参
加
費

用
は
２
万
５
千
円
（
税
込

み
）
。
定
員
は

人
程
度
。

　
詳
細
、
申
し
込
み
は
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（https://tourism.workstep
.co.jp/

）
か
ら
。

　
東
海
道
・
山
陽
新
幹
線
、九

州
新
幹
線
に
大
型
ス
ー
ツ
ケ

ー
ス
な
ど
の「
特
大
荷
物
」を

持
ち
込
む
際
に
事
前
予
約
制

が
導
入
さ
れ
る
。２
０
２
０

年
５
月
中
旬
の
乗
車
分
か

ら
。Ｊ
Ｒ
各
社
が
８
月

日

に
発
表
し
た
。

　
対
象
と
な
る
特
大
荷
物

は
、３
辺
の
合
計
が
１
６
０

㌢
超
～
２
５
０
㌢
以
内
。こ

れ
を
超
え
る
荷
物
は
従
来
か

ら
持
ち
込
め
な
い
。置
き
場

は
、客
室
最
後
部
座
席
の
後

方
の
ス
ペ
ー
ス
を
指
定
。

年
度
か
ら
は
、デ
ッ
キ
部
に

新
設
す
る
鍵
付
き
の
荷
物
コ

ー
ナ
ー
も
使
用
す
る
。

　
ネ
ッ
ト
予
約
サ
ー
ビ
ス
、

券
売
機
、切
符
売
り
場
で「
特

大
荷
物
置
場
つ
き
座
席
」を

事
前
に
予
約
し
て
乗
車
し
、

指
定
さ
れ
た
場
所
に
荷
物
を

置
く
。追
加
料
金
は
な
い
。た

だ
し
、事
前
予
約
な
し
で
特

大
荷
物
を
持
ち
込
む
場
合
、

持
ち
込
み
手
数
料
千
円
の
負

担
が
発
生
す
る
。

　
観
光
庁
は
こ
の
ほ
ど
、
Ｕ

Ｎ
Ｗ
Ｔ
Ｏ
（
国
連
世
界
観
光
機
関
）
が
毎
年
開
催
し
て
い

る
「
ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
世
界
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

の
２
０
２
２
年
大
会
に
つ
い

て
、
日
本
か
ら
の
開
催
立
候

補
地
と
し
て
奈
良
県
を
選
定

し
た
。奈
良
県
と
観
光
庁
は
、

協
力
し
て
誘
致
活
動
を
展
開

す
る
。

　
ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー
ツ
ー
リ

ズ
ム
は
、
地
域
の
気
候
、
風

土
が
育
ん
だ
食
文
化
に
触
れ

る
観
光
。
Ｕ
Ｎ
Ｗ
Ｔ
Ｏ
は
、

文
化
の
発
信
や
地
方
経
済
の

発
展
、
持
続
可
能
な
観
光
の

実
現
に
も
つ
な
が
る
国
際
フ

ォ
ー
ラ
ム
と
し
て
、

年
か

ら
毎
年
、
「
Ｕ
Ｎ
Ｗ
Ｔ
Ｏ
ガ

ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム

世
界
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
世
界

各
地
で
開
催
し
て
い
る
。

　

年
大
会
へ
の
日
本
の
立

候
補
地
は
、
自
治
体
を
対
象

と
し
た
公
募
に
よ
っ
て
決
定

し
た
。
過
去
の
開
催
地
、
今

後
の
開
催
地
は
ス
ペ
イ
ン
が


年
、
年
、
年
、
年
、

ペ
ル
ー
が

年
、
タ
イ
が


年
、
ベ
ル
ギ
ー
が

年
。




